
青森労働局管内の陸上貨物運送事業における労働災害（休業４日以上）統計資料　　　平成２８年度版
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荷役作業は、できるだけ地上での作業方法を検

討し、やむを得ず荷台等で作業を行う場合は、状

況に応じて足場、脚立、安全帯などを組み合わせ

て使用しましょう。

また、安全対策について荷主等と連携を図りま

しょう。

作業場所、通路については荷主等と連携し、荷の運

搬等が円滑に行えるよう安全を確保しましょう。

トラックの荷台への昇降は、安全な昇降

設備を使用しましょう。

重量物や大きな物などの運搬は、無理な動作とならないよう

安全な作業方法を検討しましょう。

トラック荷台での作業は墜落・

転落防止対策が講じられています

か？

フォークリフトは正しい用途で

使用していますか？

脚立などの使用方

法は適切ですか？

防寒対策は十分ですか？

急ぎ過ぎや危険な動作に

なっていませんか？

車両同士の事故、自損事故など

トラック、フォークリフトなど

運転時間等、無理のない適正な運行計

画を確立しましょう。

荷やトラック荷台にはさまれるなど

倉庫、プラットホームなど

荷の取扱いや荷台での作業は、その都

度、荷の状態を確認しましょう。

墜落や転倒しやすい箇所はありませんか？

≪お知らせ事項等≫

○ 陸上貨物運送事業においては、荷役作業時の墜落・転落災

害が多く発生していることから、「陸上貨物運送事業におけ

る荷役作業の安全対策ガイドライン」を策定しています。

このガイドラインは陸運事業者、荷主、配送先などが取り

組むべき事項を具体的に示しており、厚生労働省ホームペー

ジにも掲載していますので、労働災害防止のため活用しまし

ょう。

○ また、交通労働災害は死亡災害をはじめ重篤な災害につな

がる傾向にありますので、別途策定されている「交通労働災

害防止のためのガイドライン」と合わせて活用しましょう。

角材、板材、単管など

整理整頓しています

か？

崩れないように緊結

していますか？


